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基研の 将来像 （将来計画シ ンポジ ウム 記録）

基研 における大学院教育

佐々 木 節 （基研宇治）

　 これ まで は基研で は固有の大学院生を採用 しなか っ たが、 今後は 、 共同利用研として よ

り発展するために も、 小人数の大学院生を採用する方向に向か うべ きだと思 う。 以 下で 、 そ

の 理 由につ いて 説明し、 私案を示 した い
。 その ためまず、 基研の 果たすべ き役割、 これまで

の 歴史、 国内外の 研究所の現状 、 につ いて まとめる。

　 til　 としての 　　の

　（1）全国の 理論物理研究者を 日常的に support

　　　 研究会開催

　　　・研究交流援助 （研究費 ・旅費 etc ．）

　　　・情報ネ ッ トワー ク

　（2）国際的な研究交流の support

　　　・YI〈IS
、 そ の 他の 国際会議、

　workshoP 開催

　 　　・外国人研究者の受け入れ

　　　・国外の 研究所 （eg ．
，
ITP −SB ） との相互交流

　（3）理 論物理研究の Leadership

　　　・分野間交流

　　　・研究の 方向性 、 将来計画

　　　・社会的責任 （成果、 啓蒙、 教育、
＿ ）

これまで 〜 1990　 6　 　の

　（1）京大基研 （現基研北 白川）

　　　・発足当時か ら大学院生を採 っ て い ない
。

　　　・講座 はある （定員4 名 ；京大理学部物理第一 ・ 第二専攻に所属）。

　　　　＊ 基研で これ まで 院生を採用 して こなか っ た理由 （？）

　　　　　 全国共同利用を阻害 ？

一 634一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Bussei Kenkyu

NII-Electronic Library Service

Bussel 　 Kenkyu

　　　　 ・任期制が障害 ？

　　　　 ・京大理学部物理教室 との 関係？

（2）広大理論研 （現基研宇治）

基 研の 将来像 （将来計画シ ン ポジ ウ ム 記録）

4講座 で 毎年 3名程度採用 （定員 4名 ；広大理学部物理専攻に所属）。

・博士後期課程か らの 編入 も若干あり （過去 6 年で 3名の 実績）。

　＊ 理 論研が院生を採用 してい た事に よる merit
。

　　 ・重力 ・ 宇宙関係の 若手育成に とっ て 貴重な存在。

　　・所員の 研究 activity にプラ ス 。

　　 ・若手を通 じて の他大学との 研究交流に ブラス 。

｛1｛llliNil！lglliff！p
国内 KEI（

核研

宇宙線研

物性研

国立天文台

数理研

受託院生受入れ （実験系は固有院生の 採用あ り）

院生採用

院生採用

幽

院生採用

院生採用　　　 （独立専攻）

国外 Sainta　Barbara 院生採用

Princeton

Fermilab

SLAC

Maxplanck

Rutherford

Niels　Bohr

Trieste

黼

轢

欟

院生採用

騰

院生採用

SISSA で採用

（UCSB と併任）

（同大学と併任）

（Chicago大学 と併任）

（同大学と併任？）

　 以上の 現状は主 に 聞き伝え に よるの で 多少正確さを欠くか も知れない が、 は っ きり言え

るこ とは院生を採用 して い る研究所が圧倒的多数で ある こ とで ある
。

これは院生の 存在が研

究所に と っ て 如何に重要かを意味して おり、 もし基研の みが院生を採用しない とす る と、 そ

れな りの 大 きな理由ない しは メ リ ッ トが必要で ある こ とを意味 して い る。

　 そこ で 、 理論研で の 経験や こ うした現状に基づ いて 、 以下 に基研で の 院生 採用 に関す る

提案とそ れに よる メ リ ッ トを示そ う。
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　（1）まず院生の 採用可否を基研独自で 決定で きる体制を作る、
i．e．

，数研同様の 独立専攻科。

　（2）院生を修士課程か ら少人数 （各学年 2 〜 3名程度）採る。

　　　 ・採るか 、 採 らない かは所員相互で相談 して決める。

　（3）博士後期課程か らの 編入を常時 open して お く。

　　　 ’ M 大の若手に対する大 きな encourage
。

　（4）PDF ・ OD 等も受け入れる （10 〜 15 名程度）。

　　　 ・滞在期間は原則的に 2年以内。

　（5）院生は博士修了後 、 必ず外へ 出す。

　　　 ・PDF の 基研 へ の 集中、 基研 「生え抜 き」の 防止。

　（6）研究所全体と して 院生教育に責任を持つ
。

　　　 ・分野に またが る広い 視野を持 っ た若手の 育成。

　　　 ・研究グループ個別化の 防止。

　（7）院生 も共同利用研の 「所員」と して の 義務 ・ 責任を持つ
。

　　　 ・「所員」の 平均年齢の若返 り、 新企画 ・ 新分野等へ の 柔軟かっ 機敏な対応。

　　　 ・実質的所員数の増加に よる共同利用サ ー ビス の 向上。

　　 ＊ その 他、 大学院生が い るこ とに よるメ リッ トとして 考え られるの は ：

　　　 ・同世代の院生が い る と所外の 若手が議論な どに来やすい
。

　　　・所員の 研究 activity の 向上 にっ なが る。

　　　 ・院生を通 じて 、 分野間交流 も深 まる。

　　　・基研出身の PDF ・ OD 等が全国の 研究 activity の 向上に寄与。

　　　 ・院生の 頃に共同利用の理 念が育つ
。 院生は 「お客様」で はない ！

　 以上の よ うに少人数の 院生の 存在はい ろい ろな点で メ リ ッ トこそあれ 、 デ メ リ ッ トはほ

とん どない 。 従 っ て 、 共同利用研 と して 今後よ り発展を期するため に も固有の 院生を是非採

用 すべ き （少な くとも希望する所員が採用で きるよ うにするべ き）である。

識

　 原　 ： コ メ ン トが一
っ 、

KEK は理論以外は固有の 大学院生が い る。 任期性が あるか ら

　　　大学院生を取 っ て はい けない と言う議論はナ ンセ ンス で ある。 先生が辞めれば学生を

　　　連れて 行くこ とをや るべ きで
、 任期があるか らと言うよ うな議論は しないで 欲しい

。

　松田 ： 私が （基研に ）い たときは物理教室へ 行っ て大学院生を指導 した。 何も基研の 先

　　　生は こ こに じっ と して る必要は なくい くらで もで きる。
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佐々木節
： 共同利用研の シス テム と して 物理教室に dependす るの は良 くない 。 それで

　 独立選考 とい う案を出 して い る 。

松田 ： い ま man 　power と言う点でお話があ りま した けれど 、 その こ とが悪 くして い

　　る。
man 　power だ けで な く徒弟化 もっ と極端 に言えば奴隷化みた い な もの が生 み

　 出て い る。 その ために い っ まで も先生と離れ られ ない 、 で きるだ け早 く日本の 学生は

　 先生か ら離れ るよ うに したほ うが良い 。

牧 ： （物理教室な どへ 行 っ て大学院生を指導す るこ とは）可能だけれ ど、
い やが られ る。

池田
清

：大学の 研究科と何処が違 うの か・

佐々 木節
： こ この 院生は全国の 研究者の院生で あるあるこ とと同時に こ この 所員で ある

　　と言 う立場で もの を考え る院生で ある。 徒弟制度 と言うもの は考えて い な い
。 各研究

　 　グループに よ る研究室会議 と言 うもの はそ もそ もない とい うのが前提b そ の他 、 共同

　 利用の 理念が若い 頃か ら育つ 。

基 研 将 来 計 画 委 員 会 報 告

井町　昌弘 （九大理）

《 経過報告》

　
，90．4

　 　　 6．8

8．22

10．22

1122

ア ンケ ー ト （全国研究者）回収数 86／配布数 403

合併

暫定案で 運営

長期案作成の必要性 （第 99回部員会議）

第一回将来計画委員会　　Free　Discussion

ア ンケー ト　 → 拡大部員会議メ ンバ ー

38 通回答 （回収率 〜 50 ％）

回答の コ ピー → 拡大部員会議メ ンバ ー に配布

第二 回将来計画委員会

・ ア ン ケー トの 結果の survey

・ 重点 （人事、 任期制、 大学院、 管理運営）につ いて discussion
。

将来計画 シ ンポジウム
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